
“ものづくり”のベストパートナー

試験の概要

生体材料の腐食性を電気化学的手法で評価いたします。

金属系生体材料の電気化学的腐食性評価

● 金属系生体材料の各種ＪＩＳ規格に準拠した耐食性評価

体内に留置される金属材料には良好な耐食性が求められます。各種JIS規格に準拠した電気化学測定を行い、金属系生
体材料の電気化学的耐食性を評価いたします。機器の形状や規格に合わせ、実形状を用いての試験にも対応できます。

● アノード分極試験

ポテンショスタットで試料電極（ステント）と対極の間に電位を印加し、両者間に流れる電流（腐食電流）を測定して、試料の
腐食挙動の電位による変化を調べます。

● 異種金属接触腐食試験

異種の生体系金属材料を、生理的食塩水等の生体模擬溶液中で無抵抗電流計を介して接続した際に流れる「異種金属
接触（短絡）電流」を測定することで、生体内で異種の金属材料が接触した際の腐食挙動を調べます。

● 使用機器、装置の検定・校正

使用する測定機器、装置はすべて検定・校正済みであり、測定結果は各種許認可の申請用データとしてご利用いただけ
ます。

試験規格の例

※その他、ASTM、ISO等の各種海外規格や、溶出量測定試験等にも対応できますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

試験規格（例） 評価対象 概要

JIS T 0302
金属系生体材料のアノード分極による
耐食性の評価方法

生体材料全般 ステント、インプラント、カテーテル等から加工した電極
を、生体内を模擬した環境中で、アノード分極試験によ
り耐食性評価。
金属系生体材料間の耐食性の比較等が可能。

ASTM F2129
“Standard Test Method for 
Conducting Cyclic Potentiodynamic
Polarization Measurements to 
Determine the Corrosion 
Susceptibility of Small Implant 
Devices”

JIS T 0305
擬似体液中での異種金属接触腐食試験
方法

生体材料全般 生体内を模擬した環境中での、異種金属材料間に流
れる「異種金属接触腐食（短絡）電流」測定による耐食
性評価。
生体内で異種の金属が接触した際の腐食挙動を評価
可能。

ASTM F3044
“Standard Test Method for Evaluating 
the Potential for Galvanic Corrosion 
for Medical Implants”

JIS T 3269 附属書Ｂ
胆すい（膵）管用ステント及び
ドレナージカテーテル

ステント
カテーテル

ステント、カテーテルから加工した電極を、胆のうを模
擬した環境中で、アノード分極試験により耐食性評価。
浸漬試験後の外観評価も合わせ、金属系生体材料間
の耐食性の比較等が可能。

JIS T 6002
歯科用金属材料の腐食試験方法

歯科用材料全般 歯科用材料から加工した電極を、乳酸溶液中でのア
ノード分極試験により耐食性評価。
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● ステントの実形状、JIS T 0302に準じて試験を実施した例です。
「詳細に観察する」とされている0.5V(SCE)以下での電流密度は約0.01A/m2と小さく、優れた耐食性を持っていると判断さ
れました。

● その他、規格に例示されている各特性値に従い、試験結果を読み取ります。
ステント間の耐食性の比較や、スクリーニングが可能です。

● 表面改質をされた試料についても、これに準じて試験を行うことができます。

● 各種血管用ステント ● 脳手術用塞栓コイル

● カテーテル ● 各種手術用器具

● 人工股関節 ● 各種歯科用材料

測定実施例（JIS T 0302 ステントのアノード分極測定試験）

試験実績（試験した器具の例）

試料電極 （ステント） 測定データ例

※ 試験規格や器具に合わせ、実形状を用いての試験も実施致しますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

電気化学試験装置・解析装置
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　試験溶液：9g/l 塩化ナトリウム水溶液
　試験温度：37℃
　試験液脱気：高純度N2ガス




